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＜＜開会式＞＞

1 ．開会のことば

2． あいさつ

3．祝辞

祝辞

15: OO～15: 20

東京都高等学校体育連盟研究部部長

東京都高等学校体育連盟会長

東京都教育庁指導部体育健康教育担当課長

元東京都高等学校体育連盟会長

庄司

奥秋

堀川

柿添

一也

將史

勝史

寳之

【講演】 15: 20～16: 20 60分 質疑応答10分

｢'' Sport'' という文化」～SportとSportsの違いから～

（社会の中の運動部活動一スポーツ教育の原点を考える）

筑波大学体育系教授 菊 幸

＜＜欽憩ZO分>>

【全国高体連研究大会報告】 各分科会7分16: 40～17 : 10

一臣（都立高島高等学校ソフトテニス専門部）

和彦（日本学園高等学校自転車競技專門部）

左門（都立日本橋高等学校ボート專門部）

千草（都立六本木高等学校バレーボール女子専門部）

阿部

堀越

柳澤

高倉

＜競技力向上＞

＜健康と安全＞

＜部活動の活性化＞

＜課題研究＞

【研究発表】 17 : 10～17 : 55 40分 質疑応答5分

＜課題研究＞

「運動部活動が育むものとは何か～部活動の存在意義についての調査～」

都立清瀬高等学校 鞠子智秋

く研究報告＞

「東京都高校体育連盟研究部滋賀県大会に向けた取り組み」

「運動部活動の存在意義についての東京都の調査研究、統計分析」

都立立川高等学校 田中康之

＜＜閉会式＞＞ 17 ：55～18: OO

1． あいさつ 東京都高等学校体育連盟副会長

く司会者＞東京都高等学校体育連盟事務局長

杉渕明子

浅見浩一郎

一~

大会日 巷
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研究大会に寄せて

東京都高等学校体育連盟

会長奥秋將史

令和元年度、第16回東京都高等学校体育連盟研究大会が、研究部を中心に各競技専門部の皆様

のご協力と関係者の方々のご支援により開催できますことを心より感謝申し上げます。本連盟は、

「競技力向上」 と 「研究」を両輪と捉えて活動しています。 この研究大会は、東京都高等学校体育

連盟に加盟する各専門部の体育・スポーツ指導者の資質向上を図ることを目的としています。

今年度は、 「競技力向上」 「健康と安全」 「部活動の活性化」の3分科会からそれぞれのテー

マについて発表が行われます。また、 この1月に滋賀県で実施された全国高等学校体育連盟研究大

会の報告も行われます。 これらの研究発表などが高等学校教育の一環としての体育・スポーツの

振興発展に資するものとなりますことを期待しています。

さて、昨年の夏、令和元年度全国高等学校総合体育大会「感動は無限大南部九州総体201

9」が、鹿児島、熊本、宮崎、沖縄、和歌山の5県において開催され、各専門部の先生方のご尽

力のおかげで成功裏に終了いたしました。東京勢の活躍も素晴らしく、陸上競技、新体操、体操

競技、 ソフトテニス、柔道、水泳、 レスリング、 ウエイトリフティング、ボクシング、 自転車競

技、 アーチェリー、卓球、バドミントン、サッカーで多くの優勝者を出すことができました。そ

の他の競技においても 「チーム東京」を合言葉に、選手一人ひとりが最高のパフォーマンスを発

揮し、観る人に勇気や感動を与えることができました。 これもひとえに各専門部の先生方の、熱

い情熱や深い愛情によるご指導の賜物と感謝申し上げます。

今年は、国民の興味・関心が高まる中、いよいよ東京オリンヒ・ツク・パラリンヒ°ツクが開催さ

れます。同年に予定している 「魅せる躍動北関東総体2020」は全国都道府県のご協力をも

とに全競技の開催が決まりました。世界のスポーツの祭典が自国開催され、国民の興味・感心は

さらに高まり、その年の高校生アスリートの躍動も大いに感じていただきたいと思います。本連

盟としても、全競技開催に向けて組織的に取り組んでまいります。 また、高体連が解決すべき課

題は体罰根絶、部活動の在り方、危機管理における健康や安全指導など課題山積ではありますが

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

結びに、本研究大会の開催に向けご尽力いただきました研究部を始め関係専門部の皆様や、会

場を提供していただいております目白大学を始め、ご支援いただきました多くの関係者の方々に

深く感謝申し上げご挨拶とさせていただきます。
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役員令和元年度第16回東京都高等

会長 奥秋將史

平池徳見 杉渕明子高橋あゆち
高坂仁

鯨岡廣隆
高野学

副会長 畑澤正一

浅見浩一郎

池戸成記 渡辺洋司 佐々木心哉高野幸代

栞原信一郎
鴻野誠
山田智美

参与

各専門部長

委員長 庄司一也

副委員長田中康之

委員 塩田伸隆
高倉千草
新井理仁

中塚義実

堀越和彦

征矢範子
牧野飛人

鞠子智秋 奥正克
真鍋健治 秋月隼
各専門部代表研究部委員

柳澤左門
阿部一臣
倉田あゆみ

運営役員

田中康之

中塚義実

高野幸代 齋藤香 奥田浩美

新井理仁

塩田伸隆

都立晴海総合高校

高倉千草

真鍋健治

新井理仁 征矢範子 秋月隼

総務

総務員

渉外・接待

会計

紀要

(表紙）

記録(写真）

宮石摩紀子

記録(録音・テープ起し）

受付

司会者

発表

全国高体連研究大会報告

奥正克

浅見浩一郎

鞠子智秋 田中康之

阿部一臣 堀越和彦 柳澤左門 高倉千草

ワ
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令和元年度

第16回東京都高等

開催要項

東京都高等判交体育連盟に力畦乳する各専門部の体育･スポーツ握享者の資質

向上を図るために日ごろの研究指導の成果を発表するとともに高体連の直

面する諸問題についで岸R交換し､高等学校教育の一環としての体育･スポ

ーツの振興発展に資する。

l趣
巨
日

東京者隔等詞交体言謡

東京者畷育委員会

東京昔隔等巍体育蘂研謡Ⅱ

令和2年2月15日 (i) 15時00分～18時00分

目白大学新宿キャンパス 〒161-8539新宿区中落合4-31-1

西武新宿線「中井｣ ・都営大鈩線「中井」駅より徒歩8分

東凉都高等判交体育連盟力曜校の体育・スポーツ指導者

東凉者隔等学校の音賑動に興味関心を持つ指導者･研究者・学生

（1）講演識而 菊幸一氏侮破大学体育系我受）

(2)全国高鯛里研究大会幸皓課題研究・3分科会

（3）研究発表「東凉濁塙体璽形詰、

催

援

管

日

場

主

後

主

期

会

２

３

４

５

６

7参加者

8内 容

に提識します了※各発表テーマ・講負勾容は、 http://www.tokyo-kotairen.".jp

14時30分

15時00分

15時20分

9時 程 受付

開会式

講演 60分も 質窮芯答10分

一一休憩10ﾀテー

報告 各分雁陰･課題研究各7分

東輔偏累題岡移E 40分質認芯答5分

16時40分

17時10分

17時55分

壼轟
蓉
禮

10参加申込み

参加申し込みは、所定の用紙に必要事項を記入の上、各專門部で一括して申し込むも

個人の申し込みは、下記申込先に直闇雪洛する。

申込先〒190-0022 〒190-0022東京都立川市歩調2-13-5

束京都立立川高等判交内 田中康之

IhL O42-524=8195 FAXM2-5279906

原翻囿令和2年1月14日(火)必着
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【講演】

｢'' Sport'' という文化」～SportとSportsの違いから～

(社会の中の運動部活動一スポーツ教育の原点を考える－）
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弥
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〕

Ｊ

叩

~

~

~

~

~

蕊も

菊幸一

筑波大学体育系教授

《プロフィール》

富山県生まれ｡筑波大学大学院博士課程体育科学研究科単位取得退学｡教育学博士(1988

年､筑波大学)。体育社会学、スポーツ社会学を專攻。 1987年九州大学健康科学センター、

1990年奈良女子大学文学部､2003年筑波大学体育科学系を経て現職この間、 1992～93年

に英国レスター大学、米国イリノイ大学、 ミネソタ大学にて客員研究員、 2016～17年にオ

ーストリア・ウィーン大学にて客員教授。

1991年に文部省（当時）学習指導要領高等学校保健体育科指導資料の作成協力者となっ

て以後、同学習指導要領の作成協力者として3回の改訂に携わる。2018年告示の新学習指

導要領高等学校保健体育科では作成協力者会議の座長を務める。現在、 日本体育学会副会

長、同学会体育社会学専門領域代表、 日本スポーツ社会学会会長、 日本スポーツ協会国民

体育大会委員会副委員長、 日本オリンピック委員会アントラージュ専門部会委員など。

主な著書に、 『スポーツプロモーション論」 （共編著、明和出版、 2006年)、 『現代スポー

ツのパースペクティブ」 （共編著、大修館書店、 2006年)、 『｢楽しい体育」の豊かな可能性

を拓く』 （共著、明和出版、 2007年)、 『｢からだ」の社会学』 （共編著、世界思想社、 2008

年)、 『スポーツ政策論』 （共編著成文堂、 2011年)、 『よくわかるスポーツ文化論」 （共編

著、 ミネルヴア書房、 2012年)、『現代スポーツは嘉納治五郎から何を学ぶのか」 （編著ミ

ネルヴア書房、 2014年)、 『新版体育科教育学の現在』 （共著、創文企画、 2015年)、 『＜ニ

ッポン＞のオリンピック』 （共著、青弓社、 2018年）など。
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「''Sport''という文化～SportとSportsの違いから～」
(社会の中の運動部活動一スポーツ教育の原点を考える－）

菊幸一（筑波大学体育系教授）

1． 「日本の」運動部活動－何が問題か？

l)少子高齢化による部員減少→部活自体が成立しない？

←(その構造的要因とは？：
Ⅱ■■■■■■■■■■■

）

2）勝利至上主義→エリート主義化と中途離脱？

←(その構造的要因とは？：
q■■■■■■■■■■■■

）

3）体罰・暴力・ハラスメント・

←(その構造的要因とは？
■■■ﾛ■■■■■■■■■

→これまであまり問題にされなかった？

）

4）教員の加重負担→ボランティアで成り立つ指導の限界？

←(その構造的要因とは？：
－

）

5）その他

（ ）

2．運動部活動の内容は「スポーツ」なのに、なぜ「運動」なのか？

l)スポーツ＝運動？ それとも、 スポーツ≠運動？

2） 「文化としてのスポーツ」 という言い方
Ⅱ■■■■■■■■■■■■

‐学校部活動では、 「運動部」 と 「文化部」の区分？

3）運動部が対象とする「スポーツ」 とは、どのような文化なのか？

3.SportとSportsの違いから考える''Sport''という文化

l) SportとSport且の違いとは？
（例） 「野球」は、なぜ「スポーツ」なのか？

2) "Sport''の語源->deportare (デポルターレ：ラテン語）

→desport (中世仏語)->Dispon(中世英語)-→ |sporte/spor1 ('6世紀英語）

行

0



3) "Sport''の意味の変遷
①「まじめで義務的な事柄からの気分転換、休養、娯楽」 （英語化した当初）

②「戸外で楽しまれるゲームや気晴らし」 （16世紀）

③｢野外での身体活動をともなう気晴らしや娯楽､特に狩猟や賭けをともなう

勝負事や見せびらかし」 (17～18世紀）
一ー一ﾛ■■ ﾛ■■ ﾛ■■ ﾛ■■ーーーーQ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ I■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ーーﾛ■■ーﾛ■■‐ーI■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ 1■■ Ⅱ■■ーﾛ■■ ﾛ■■一一ﾛ■■一ーﾛ■■ ■■■ーイ■■ q■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ I■■一一ﾛ■■ー一ﾛ■■ ﾛ■■一■■■ ■■■ 1■■ 1■■一■■

④｢戸外で行われる競技的性格を持つゲームや運動を行うこと、およびそのよ

うな娯楽の総称」 （19世紀）

4） 「楽しさ」

．①～②

．③→④

の2類型

→苦しいこと （＝拘束） 「から」解放される楽しさ

-今苦しいこと （＝拘束）を「求める」楽しさ

4． 「サッカー」 という 「スポーツ」の発明-Spotizationとは何か？－

1)サッカーとモブ・フットボールの違いとは？

2）モブ・フットボールから、なぜサッカーとラグビー（＝近代スポーツ）は

誕生したのか？
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5．近代英国における課外活動の誕生一なぜ「学校運動部」は誕生したのか？－

l)近代以前のパブリックスクールの惨状
t

2） 「暴力禁止」 という教師側からの道徳的指導→限界

＜一＞一方で、夢中になって体を使って遊ぶ子どもたちの姿

↓
3）近代スポーツの誕生→ラグビー校卜マス・アーノルドの卓見

・キーワード＝「自治」 「自発性」 ＝＞ 「自由」から 「規律」が生まれる

＝「自己規律化」をめざす教育への転換(180度の発想転換）

・校庭から、 playingfield'~

・対抗戦（トーナメント、一発勝負）からリーグ戦へ

｢楽しさ」の延長をめざす＝安全な（非暴力的な）ゲームをめざす態度の

'化(spotization)=文明化自発的醸成＝スポーツ化(spotization)=文明化

！
牒外スポーツクラブと してのスポーツ教育|の誕生

4）英国社会における課外活動は、なぜ礼賛されたのか？

→近代スポーツの社会的性格によるく非暴力的性格を前提とする

＝ －

･教育的性格…人間形成、道徳的発達に役立つ

･禁欲的性格･ ･強い意志や努力を重視する

．倫理的性格･ ･フェアプレイや自己犠牲を尊重す

｡知的・技術的性格…技や知略を重視する

．組織的性格･ ･ ･ゲームの組み立てや社会集団を構

・都市的性格…都市のライフスタイルに対応する

近代社会の

ライフスタイルに

望まれる資質･能力

’る
ヨ二二

成する

一ー

ァスレティシズム(athleticism)

＝スポーツ礼賛

の社会的ムーブメントヘ

青

自発的な楽しみを基調とするスポーツ文化が出発点

→スポーツのこの文化的特性が十分に尊重されるとき、…
一

弓

／



6． 日本における課外運動部活動の導入とその教育的意義

Q？ ：なぜ、たかがスポーツを高等教育機関＝大学に積極的に取り入れたのか？

→本来の趣旨、理念＝西欧近代化モデルとしての課外スポーツ

（＝手段的＞ 目的的）

〈=＞後進国の教育的焦り （時間のなさ)、強制的権力の発揮

→ときには暴力へ

≠競争の過程の楽しさ く結果の社会的重要性

く個人→学校→国家の名誉や威信

l)教育の自立が孤立に変わるとき cf、戦後の教育委員会制度の誕生

・教育の論理＞社会の論理→社会を先導する教育

→非学歴社会における教育の尊重（大衆化された立身出世主義）

・メリットクラシー形成のための教育→教育礼賛と教育の手段化

・教育と社会の断絶？→ 「校門を出でず」

2）戦後日本社会における学校の教育独占と社会からの学校依存

・スポーツの場の独占と子ども／先生（指導者）の閉鎖的な空間

＝＞ 「チームワーク」 という名の疑似家父長的共同体の生産

・中学校や高校のシステム＝生徒の新陳代謝く指導者の保守化を助長

3） 「体罰」 という名の暴力発動の正当化と社会との矛盾

・教育的言説としての「信頼」 「愛情」 「愛のムチ」…

＝身内（共同体）の論理

・現代（グローバル）社会における「暴力根絶」 との温度差の拡大

一一方で、現代社会は、暴力ではない「興奮」をどこまで許容を‐一方で、現代社会は、暴力ではない「興奮」をどこまで許容されるのか

を探求する

･現代スポーツは、現代社会における人間の「興奮」を探求する可能性の場

スポーツによって、現代人は興奮の許容限度を知る→

掌
。「体罰」 「暴力」は、そのような現代スポーツへの社会的信頼を裏切る

。 〃 、教育への社会的信頼を裏切る

宜

I

→みんなのスポーツ・ ・

→＞生涯スポーツ ・ ・

→＞競技スポーツ ． ．

平等性と格差是正

生涯にわたるスポーツの文化的享受の一環

個性の伸長(oneofthem)
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21世紀社会を支える運動部活動の社会的、文化的価値

を創出する運動部指導者の使命とは？


